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|【寄稿 2題 】コロナ禍とウクライナ車事侵攻。先の見えない
1不安が先行する中、お2人からご奇稿いただいた。Sさんは、本
1紙 3月 暑に続しヽての登場。池日さんからは多忙な中、日常の仲間

!づくりを語る。社会に学び仲間に学ぶことの大切さが伝わる。

|ハンセン病療養所の入所者から 「ハンセン病が流行したときも、

1今みたしヽな風潮だつた」という話を聞いた。およそ 100年 前に

,ハンセン病が流行したとき、感染症による差別は許されなしヽと学
!んだはす。しかし現在でも、コロナ感染者に対して、|い無い言葉
|での中傷、張り紙や投石などの嫌がらせが起きてしまった。この

,100年 の間に、科学や医療ははるかに発展したのに、人の心は
'少しも進歩してしヽなしヽのだろうか。100年 前の教討||を生かすと

|したら、私たちにできることは何なんだろう。少なくとも、感染
!症になつた人たちが不当な扱しヽを受けないよう、過度に恐れるの

,ではなく、正し<知ることである。 (Sさん)

GWも 終盤の7日 、高梁市宇治町柴原地区で、趣味の養蜂や地域

を守る活動を続ける川上隆士 ・幸冶さん兄弟を訪ね、広島から有

日ゆうこさんご夫妻、岡山市内から2人 の計6名 が新緑の里山で

交流会を行つた。柴原地区は陣山 (598箭 )の 麓で山菜も多く、

空気の澄んだのどかなところ。ワラビ採りの後、蜂蜜採取の注意

点を聞しヽて、頭からネットのついたつなぎ服に長靴、ゴム手袋を

つけて蜂の巣箱に向かった。蜜の採取にしヽそしんでいる蜂が、箱

の周りを忙しく飛び回つてしヽた。新関紙の煙を吹きかけ、蜜のつ

いた板を取り出し劣離機にかけて絞る。初めて見た日本蜜蜂は動

きの力強さが感じられた。川上さんの

お父さんからヨ|き継いだ養蜂も、後継

者がしヽないのが寂ししヽとのこと。

昼食を囲んで話が弾んだ後は、みん

なで採取した蜜の瓶話作業。採取した

蜜は市販品に比べて薄しヽグリーン色で、

この時期にしか採取できなしヽとしヽう。

いろんな話と交流ができ、貴重な蜂蜜

の上産と次の活力を得て岐路についた。

(池田さん)

今年は日本国憲法にとって最大の危機となる憲法

9条 改憲を問う参院選がはじまる。護憲 ・平不□、

しヽのちと暮らしを守るため、社民党にとっても踏

ん張りどころだ。平和への底力を示そう。
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憲
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i  党 県 違 含 活 動 日 誌
:5/1 美 作地区メ

ーデー (耐本)

:5/9 宣 伝カ
ー (倉敷)

:5/10 党 全国一斉行動 市 民と野党打含せ

:5/12 高 梁地区集中行動 (5区 )

:5/13 憲 法施行記念集会

:    党 中国ブロック代表者会議 オ ンライン

:5/15 憲 法を語る集い

:5/17 党 全国一斉行動 5/19 宣 伝カー (井原)

:5/24 お かざき彩子こん設会 (新社会)

:5/25 党 定例街宣  全 国幹事長会議オンライン

:5/28 市 民と野党の合同宣伝

:※ 大椿ゆうこ新報暑外集中行動 (高梁市中bに )
:.X覚宣伝力▼随時運行出

禅巾加・”酬〓醐取…・ょ・脚控・瀬肋駒
【叫劉翻倒

第26回 参院選挙 予定
6/22 公 示

7/10 投 票

6/7  党 全国一斉行動

/14     ,′

18:OOマ ツキヨ前

6/25-30 駅 地下広場

6・ 29岡 山市民平和祭

岡山空襲
~5真
資料展

社民党サポーター募集中

年会費1000円 オンライン申し込み⇒

httpsi//sdp.or.jp/sdpsupporter/


